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第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

地
域
で
支
え
る
超
高
齢
社
会

　

皆
さ
ん
は
今
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

人
は
誰
も
が
い
ず
れ
「
老
い
」
を
迎
え

ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
身
体

が
若
い
こ
ろ
の
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た

り
、
感
覚
が
お
と
ろ
え
た
り
し
て
、
と
き

に
は
地
域
の
人
々
や
家
族
か
ら
の
手
助
け

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
第
６
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
超

高
齢
社
会
に
お
い
て
皆
さ
ん
が
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
家
庭
、
そ
し

て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
今
す
る
べ
き
こ

と
や
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
議

論
し
、
策
定
し
ま
し
た
。

■
高
齢
社
会
が

　
　
　

急
激
に
進
む
東
近
江
市

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

２
０
１
５
年
４
月
現
在
２
万
７‚

３
６
０

人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約
24
％

で
す
。
こ
の
高
齢
化
率
は
２
０
４
０
年

に
は
約
34
％
に
達
す
る
と
推
測
さ
れ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
は
急

速
に
進
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
施
設
や
制
度
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
年
齢
を
重
ね
て
も
で
き
る
限

り
健
康
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
や
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
も
不
可
欠
で
す
。

■
大
切
な
介
護
保
険
制
度
を

　
　
　
　
　

持
続
し
て
い
く
た
め
に

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
費
用
の
90
％
は
税
金
や
保
険
料

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
ま
ま

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
は
膨
ら
み
、
保
険
を
支
え
る

税
金
や
保
険
料
の
負
担
は
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
に
適
正
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
ル
ー
ル
や
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み

を
整
え
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
や
一
人

ひ
と
り
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
た

１　介護予防と自立支援型ケアマネジメントの 

　　推進

２　在宅医療・介護の連携強化

３　可能な限り在宅で生活するための効率的・

　　効果的なサービスの整備

４　地域資源の発掘・育成による生活支援サー

　　ビスの提供体制の整備

５　認知症の状態に応じた相談・支援体制の

　　構築

６　地域包括支援センターの機能強化

７　介護保険の円滑な運営

第６期高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画
                          （平成27年度～29年度）

　地域包括ケアシステムの構築により、住

み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続け

ることができるまちをつくる

め
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
地
域
の
「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
で

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
を
支
え
よ
う

　

で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
何
が
必
要
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

地
域
で
は
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
行
事
や
活
動
を
通
じ

て
見
守
り
を
し
た
り
、生
活
を
助
け
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
家
族
以

外
に
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
な
ど
多
く
の
人
が
連
携
す
る
こ
と

で
一
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

ま
す
。

②
仲
間
づ
く
り
と
助
け
合
い
の
意
識

　

地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な

地
域
で
は
、
ご
近
所
で
「
お
せ
っ
か
い
」

を
焼
く
こ
と
や
、
困
っ
た
こ
と
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
、
お
互
い
様
」
の
精

神
で
助
け
合
い
、
見
守
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

支
え
て
い
る
家
族
に
と
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
将
来
に
備
え
て
、

　
　
　

ま
ず
は
考
え
て
み
ま
し
ょ
う　

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
暮
ら

▲介護保険料は３年ごとに見直しを行っ
ています。介護保険利用者の増加や65
歳以上の人口増加が見込まれることか
ら、第６期介護保険料（基準額）は年額
62,400円に決まりました。
　なお、平成27年度は、第１段階の人は公
費の投入により負担が軽減されています。

■介護保険料（平成27年度～平成29年度）

段階 対　象　者 年額保険料

１

生活保護を受給している人、世帯全員が市民税非課
税で老齢福祉年金を受給している人、世帯全員が市
民税非課税で本人の課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円以下の人

28,080円
【基準額×0.45】

２ 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が120万円以下の人

46,800円
【基準額×0.75】

３ 世帯全員が市民税非課税で、第１段階または第２段
階以外の人

46,800円
【基準額×0.75】

４
世帯員は市民税課税対象であるが、本人は市民税非
課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円以下の人

56,160円
【基準額×0.9】

５
世帯員は市民税課税対象であるが、本人は市民税非
課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円を超える人

62,400円
【基準額】

６ 本人が市民税課税で、合計所得金額が120万円未満
の人

74,880円
【基準額×1.2】

７ 本人が市民税課税で、合計所得金額が120万円以上
190万円未満の人

81,120円
【基準額×1.3】

８ 本人が市民税課税で、合計所得金額が190万円以上
290万円未満の人

93,600円
【基準額×1.5】

９ 本人が市民税課税で、合計所得金額が290万円以上
400万円未満の人

106,080円
【基準額×1.7】

10 本人が市民税課税で、合計所得金額が400万円以上
の人

109,200円
【基準額×1.75】

し
た
い
」
こ
と
は
皆
の
願
い
で
す
。
元
気

に
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
そ
し
て
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し

た
い
の
か
、
身
近
な
人
と
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
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基本目標

基本方針

interview ①　　　　　　　　
ケアマネジャー　前田岳史さん
（「医療との連携」ワーキング会議代表）

　介護サービスの利用計画の作成、調整のほか、身
近な健康や介護の悩み相談も受けるなど、ケアマネ
ジャーは介護を必要とする高齢者にとってなくてはな
らない存在です。中でも高齢者と医師、民生委員など、
地域内でつながりを築く役割は大切です。１人では悩
みや問題を解決できなくても、皆でできることを持ち
寄れば、高齢者やその家族の生活を支えることがで
きます。これからも高齢者が主役となって自分らしく
暮らせるようサポートしていきたいです。

interview ②
五個荘北町屋町土曜会の世話人　
市田恭郎さん

　自治会館隣の古民家「萬
ばんしょうえん

松園」で月１回、町内の65
歳以上を対象にした土曜会を開催しています。これまで
カラオケ大会や虫の音観賞会などを行いました。自由
に参加してもらい、自分たちで準備から片付けまで行い、
最後には自然と次のテーマの話になります。こうして自
主的に行うことがいきいきと過ごすことにつながるほ
か、「最近元気がなさそう」といった地域の目配り、気
配りの機会にもなります。いずれ萬松園が自然と人が
集まる憩いの場になればと思っています。

「地域包括ケア」の仕組みとは

　高齢者が住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを
続けることができるよう、医療、介護、予防、住まい
および生活支援が一体的に切れ目なく提供される仕
組みです。本市では、下図のような地域包括ケアシス
テムの構築をめざしています。

高齢者
家族

包括支援
センター

まちづくり
協議会

ボランティア民生委員

自治会、 
ご近所

老人
クラブ

ＮＰＯなど

医療機関
（病院）

かかり
つけ医

商店・
サービス業者

ケアマネ
ジャー

在宅介護サー
ビス（訪問介護、
看護など）

施設・居住系
サービス（介護老
人福祉施設など）

■記号の説明・・・ ＝問い合わせ　 ＝ IP電話


